
編　集　後　記

「子供のときに感じた動くことへの感動」を表す“Zoom-Zoom”のブランドメッセージとともに，マツダの
新世代商品群として初代アテンザ，二代目デミオを世に送り出したのは2002年のことでした。その後も，RX-8，
アクセラをはじめとする“Zoom-Zoom”を体現する商品を提供し続けてきましたが，いよいよ“Zoom-Zoom”
も第2世代に入りました。2巡目のトップバッターとなった新型デミオ，続く新型アテンザはいずれも，環境安
全性能とデザインやダイナミック性能を両立させ，昨年に技術開発の長期ビジョンとして策定した「サステイ
ナブル“Zoom-Zoom”」を体現するという進化を遂げています。

新型アテンザの開発テーマは，ズバリ「“Zoom-Zoom”の進化」ですが，私達は今後も更なる『進化』を通し
て“Zoom-Zoom”を『深化』させ，『新価』（新しい価値）を創造し，そしてその『真価』をお客様に伝えてい
く努力が必要です。それが，私達の目指す「見て乗りたくなる，乗って楽しくなる，そしてまた乗りたくなる」
と感じてもらえるクルマの実現につながると考えています。

本号では，新型デミオ，新型アテンザの特集を組んだほか，環境・安全そして品質の面でマツダ車の『進化』
を担う新技術を多く紹介しています。本誌を通してマツダの目指す『進化』の方向をご理解いただければ幸い
です。

（中西）
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